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観血的血圧測定装置再考
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観血的血圧測定装置に要求される特性は、血圧波形 臨床の場で、穿刺した留置針と延長チュープを接続

の最大周波数までフラットな周波数特性を持ち、血圧 する場合、延長管は柔らかく長い方が取り回しゃ固定

原波形を忠実に再現する性能です。 がしやすく、この観点からは、従来の延長管は硬すぎ

トランスデューサーの性能が十分に高くなった現在、 ると言えます。一方、テlレモ・プレザクト Eの耐圧チュ

血圧測定系の特性に影響を及ぼす因子としては、トラ ープ(特に留置針接続側)は従来の製品と比べて柔ら

ンスデューサーそのものの特性よりは、導管系の特性 かく、包装から取り出した際に巻きぐせもなく、留置

が重要です。この導管系の特性は、気泡の存在によっ 針への接続・固定といった操作性が優れています。プ

て最も影響を受けますが、一方ハード・ウェア的には レザクト Hはトランスデューサーとダンパーを一体化

延長チュープの材質・長さ・内径も重要な因子です。 し、血圧測定回路全体をトータ jレ・システムとして設

硬くて短いチュープほど共振周波数が高く、逆に柔ら 計したため、周波数特性を悪化させることなく、従来

かく長いチュープほど共振周波数は低くなります1l。 品よりも柔らかい耐圧チュープを用いることが可能と

このため、より優れた周波数特性を求めると、チュー なっています。また、本製品はダンパー・トランスデュ

プはより硬く、そしてより短くなります。 ーサ一部の内腔が滑らかで、気泡抜きが容易な点も周

しかし、実際に臨床的に用いられている延長チュ一 波数特性の改善に貢献していると思われます。

プの長さは90-120c.程度のものが多く、これにフラッ 観血的血圧波形を原波形に忠実に再現する方法につ

シュ・システムが組み込まれると、周波数特性は著し いては、数多くの議論ならびに研究が行われてきまし

く低下します。この低下した周波数特性を改善する固 た。しかし、実際に、臨床の場で使用する医療機器と

的で、減衰係数を変化させるダンパーを測定系に組み しては、高機能・高性能であることとともに、簡単に

込み、圧波形の補正が行われています。原波形をより 誰でもが使え、特殊な知識無しに所期の性能を発揮で

忠実に再現するためには、チュープの硬さや長さなど きることが必要であると考えます。今後とも、性能の

の部分毎の特性もさることながら、ダンパーを含めた みならず、ユーザー・フレンドリーな製品の開発をメ

血圧測定系全体の周波数特性を考える必要があります。 ーカーには望みたいと考えます。

従来、ダンパーはトランスデューサーとは}，lIJに単体

で商品化されているため、各々の血圧測定系に合わせ

て調整を必要としたり、調整ができないダンパーの場

合には適合する系が限定されるなどの問題点が指摘さ 文献

れています。テルモのディスポーザプル血圧トランス 1)無敵剛介 :圧トランスデューサと圧測定系.麻酔・

デューサー・プレザクトEは初めてダンパーの機能を 集中治療とモニタリング克誠堂出版 P34-391989 

一体化したトランスデューサー・システムで、新たに

部品を追加することなしに、しかも標準品を使用する

限り常に適正なダンピング特性が得られるように設計

されています。
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高性能圧力センサーの採用で、

血圧測定にすぐれた精度。

テルモのプレザク卜IIは、圧力センサー、フラ

ッシユデノてイス、ダンピング装置、三方活栓が

コンパク卜に一体化された、ディスポーザフ.ル

圧力トランステ・ユーサーキットで乱高性能の

半導体圧力センサーの採用により、精度の高

い血圧測定を実現しました。

・血栓の形成を防ぐフラッシュデバイス

フラッシュデバイスはテノレモ独自の形状で、

操作性に優れ、ライン内や留置針付近で血

栓が形成されないように、一定の流量を確保

しますLまた、プライミンクず時など、輸液を急速流

入する場合にも必要な流量が

得られますL

-圧波形の

査みを補正する圧力

ダンピング装置

プレザ、クトIIには、圧力タ'ンピ

ング装置(圧力共振緩和装置)が付

いていますので、アンターーダンピング、

による任波形の歪みが補正され、共

振波形のない、滑らかな波形を得られま

すLまた圧力ダンピンク。装置は、ON-OFF

レバーにより自由に解除することができま℃

園ご要望に応じて、カスタムキットの構成が可能

各病院のご要望に応じて、圧力モニタリング

ラインすべてをテノレモ製品で一貫したカスタム

キットとして構成できますLまた、ラインは専用接

続ケーブルにより、各種モニターに接続が可

能ですL
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